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□送り先
　〒 111-0051 東京都台東区蔵前 3-15-1 エスピービル　菅原印刷株式会社 生衛ジャーナル制作部

　Tel : 03-5687-2211（代）　　Fax : 03-5687-2310　　E-mail : journal@sugawara-p.co.jp

C　O　N　T　E　N　T　S

ふろんてぃあ　…………………………………………１

特集　全体の繁栄は個店の繁盛

　　　　総論　…………………………………………２

　　　　お店探訪　………………………………３〜９

特相員だより　……………………………………… 10

センターにゅうす　…………………………… 11

厚生労働省から　………………………… 12 〜 13

景気動向調査　…………………………… 14 〜 15

消費生活相談の現場から　……………… 16 〜 17

連合会は今・全肉生連編　……………… 18 〜 19

せいえい掲示板　……………………………… 20

時の話題　……………………………………… 21

ほっと ブレイク

　　　再考　和のこころ　…………………… 22

　　　働く女性のこだわり日記　…………… 23

Ｓマークのページ　…………………………… 24

生衛ジャーナル　2008.9

白樺湖周辺の山並み
表紙画「パント末吉」



生衛ジャーナル　2008/9　�

　赤提灯ならぬ緑提灯が灯り始めました。
　2005年４月23日に小樽で灯って以後、３年
余りの2008年５月20日に、きりの良い1,000店
を越え、この原稿を書いている時点（７月
16日）でおよそ1,250店が緑提灯を下げて
います。
　緑提灯には「地場産品応援の店」という
字のほか、★が書いてあります。これは飲
食店が使っている国産食材の割合がカロ
リーベースで50％を超えたら★１つ、以後
10％刻みで星の数が増え、90％を超えたら
★５つになります。星の数は店主の自己申
告で、著しい違反をした店主は「反省」と
書いた鉢巻きをしめるか、「丸坊主」になっ
て反省するのが罰則です。
　緑提灯運動は緑提灯応援隊員が支えて
います。応援隊といっても組織ではありま
せん。隊長もいません。ただし、連絡のた
めの窓口を設けていて、これには退職した
仲間が自宅で得意のネット技術、FAX、
携帯電話で24時間対応しています。この
他、数名のコアーメンバーが仕事の傍ら運
営に協力しています。
　応援隊員の義務は「もしも、赤提灯と緑
提灯が並んでいたら、ためらわずに緑提灯
の店に入る」の一点です。全国に1,500人
以上の応援隊員がいて、それぞれ勝手に緑
提灯を宣伝しています。ホームページ
（http://www.midori-chouchin.jp/）もシステム
会社の社長さんが勝手に作ってくれました。最
近はマスメディアが頻繁に緑提灯のことを報

道してくれています。広告費もない緑提灯運
動には有り難い話です。
　緑提灯の店主さんから様々なメッセージ
が寄せられています。多いのは「星の数に
恥じないように頑張ります」ですが、「酒
造メーカーから問い合わせがきた」、「商工
会議所や信用金庫から取材が来た、緑提灯
恐るべし」、「グローバル化した食生活を考
え直す小さな触媒になれればいいな」、「嬉
しい、ぐるなびに載るよりずーっと嬉し
い」、「今、お客同士が、どうやって日本の
食糧自給率を上げるか論議している」等々、
枚挙のいとまがありません。
　仙台のラーメン屋の若い店主さんが「農
村に行ったが畑は荒れているし、農家に元
気がない、農家が元気でないと日本は良く
ならない」と、テレビで訥

とつとつ

々と語るシーン
は感動ものでした。この店主は緑提灯のた
め、ラーメンの小麦粉を半分内麦に切り替
えました。「緑提灯は農家への愛の証です」
という名言も聞こえてきてました。
　読者の皆様、朝、出勤するときに「今晩
は日本の自給率向上のために頑張ってく
る」と言って緑提灯の店の「のれん」をく
ぐってはいかがでしょうか。
…………………………………………………
　注：筆者は「緑提灯」アイデアの提唱者。「国

産食材を使っている店を応援しよう」と呼びかけ、こ
れに賛同するNPO法人や店舗、常連客などによって全
国に広がった。
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全体の繁栄は個店の繁盛
地域沈滞の課題や問題点を把握
課題解決の方法は前向きに考える
計画実行、まずやれることから

日本大学経済学部講師　池田　光男

　今号の特集のテーマは「全体の繁栄は個店の
繁盛」である。全体とは地域社会を指すのであ
るが、地域が繁栄すれば、そこに根付いている
企業も潤うことを意味している。多くの地方都
市では、中心商店街の衰退が全国各地域で起き
ている。地元で持て余すのは、大型商業施設の
撤退後の不動産やバブル崩壊による遊休土地
の存在である。
　大阪・鶴橋駅前商店街もその例外でない。虫
食いの遊休地の活用が活気ある商店街を維持
するための大きな問題点であった。そこで遊休
地を買い取って寄席小屋「雀のおやど」を設置
し、鶴橋の大衆性という地域特性を前提にした
問題解決に取り組んだ。戦略を実行する２人の
地元民の行動力が高く評価される。
　黒川温泉の場合は、問題点として次のことが
言える。地域の長期にわたる沈滞が、各旅館の
意欲喪失を招き、横並びの経営に陥り、地域全
体が温泉客を呼び込む力を喪失してしまって
いた。これは、多くの商店街にも当てはまる。
地域の課題解決の方法は「黒川温泉は一旅館」
というビジョンの設定であった。１旅館の問題
ではないのである。このビジョンの下に各温泉
旅館の経営者が同調し、足並みを揃えて行動し
たことが、黒川温泉の知名度を高め、それぞれ
の旅館の繁盛に結びついている。
　徳島市のろくえもん商店街は、活気に溢れて
いる全国でも数少ない商店街の一つである。こ
の商店街の地域活性化戦略は、「若い経営者に
よる、若い人向けの業種で、若いお客さんの集
客」にある。特に、若い人の斬新なアイデアや
行動力を高く評価している。資金的に地主との

家賃交渉を行なうなど、若い人たちに前向きの
応援を行なっている。これは、この商店街が繁
栄していることと、商店主たちの意思疎通、情
報交換が円滑に行なわれているから出来るこ
とだ。ちなみに、商店街には若い人向きのイタ
リア料理店、カフェ、英会話学校、旅行代理店
など都市型の業種の進出を受け入れている。来
るもの拒まずの精神も地元繁栄には必要だ。
　さて、地域全体の繁栄から個店の繁栄を導き
出す手段を考えてみよう。まず、初めに地域が
抱える問題点の摘出である。２番目は地域とし
ての戦略の立案である。３番目として、その戦
略を実行する仕組みをいかに作るかである。
　幸いなことに国交省は平成21年度に地方都
市の中心市街地再生へ税軽減措置の新設を盛
り込む方針を決めた。狙いは、中心市街地に人
や商業施設、外食産業の店舗の集積につなげ、
地域の活性化向上にある。
　法律面で後押しができる。が、地域の活性化
の立役者は地元の企業である。特に先頭に立っ
て活躍が期待されるのは、毎日の営業が常に地
元に溶け込んでいる生衛業の経営者だ。上記３
事例とも立案者や推進者は生衛業者である。
　再び人間性重視の職・住近接型の地域活性化
の機運が高まってきている。「全体の繁栄は個
店の繁盛」を旗頭に、地元民に親しみを持たれ
ている生衛業の出番である。

問題解決の課題の設定

計画実行は欲張らず、やれることから

地域沈滞の背景の検討
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今号のテーマ
特集



　大阪市生野区、天王寺区、東成区にまたがっ
て広がる鶴橋は、戦後の混乱期、日本、中国、
韓国などの露天商が集まり、助け合って発展し
てきた町だ。JR、近鉄、地下鉄の３線が交差
する鶴橋駅を中心に、６つの商店街が巨大な市
場を形成する。
　大阪でも有数の焼き肉店が軒を連ね、韓国食
材を扱う店から衣料店、電化店まで、「何でも
そろう」と言われる一帯は庶民的な賑わいにあ
ふれ、環境省の「かおり風景100選」にも選ば
れている。そんな一種独特の雰囲気を漂わせる
地に５年前、落語会専門の貸し小屋「雀のおや
ど」がオープンした。国際色豊かな地にあって
伝統的な和の文化を発信、新たな人の流れを呼
び込もうという取り組みだ。

　千日前通の北側、JR環状線の高架沿いに延
びる鶴橋駅前商店街。「雀のおやど」は、通り

を少し進んだ左手に建つ倉庫の２階大広間に
ある。倉庫には普段シャッターが下ろされてい
るが、月に５、６回、寄席の行われる日には、
商店街入り口からも見える位置に大きな提灯
が吊るされ、陽気なお囃子を流して道行く人の
耳目をひきつける。
　「暑い中、ようお越しくださいました」。笑顔

全体の繁栄は個店の繁盛
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落語寄席でまちづくり

寄席小屋「雀のおやど」 住所：大阪市天王寺区舟橋町19-4　（有）舟橋協議会

代表：上原　清江さん…　　電話：06・6764・7372

お店探訪

鶴橋駅前商店街の入り口



でお客様を出迎えるのは、喫茶店を経営しな
がらここの代表を務める上原清江さん。倉庫
を所有する「有限会社舟橋協議会」の取締役
社長でもあり、支配人である牟禮秀信さんと
は、同じ地元の高校に通った先輩・後輩の間
柄だ。
　同協議会は、一帯を所有していた不動産会
社の倒産に伴い、土地を買い取るための受け
皿会社として平成11年に設立したもの。「不動
産会社は倒産前、この一帯を底地買いし、地
上げにかかっていました。借地人で買えませ
んかという話が管財人からもあり、二度と暮
らしが脅かされない、安心して住み続けられ

る町にし
た い と、
土地の購
入を決め
たのです」
と牟禮さ
んは振り
返る。
　約6,600	
平方メー
トルの土
地を購入
し た 際、

空き地で放っておかれていた場所に倉庫を建
て、情報発信拠点とすることを思いつく。単
発のイベントを行うのではない。ここに来れ
ば笑って寛げる、何度でも来たくなる——そ
んな情報を発信し続けるための場所にしよう
と考えた。「イベントを打っても一過性に終わ
る。それより、人に繰り返し来てもらう中で
商店街、そして町の良さを認識してもらえれ
ばと思ったのです」と牟禮さん。
　それには、同じ演目でも毎回お客さんを笑
わせられる、“繰り返しの利く”落語が最適だ
と思えた。天満天神繁盛亭のオープンや、テ
レビドラマ「ちりとてちん」の影響もあり活
況を呈す落語界だが、意外なことに当時は常
設の寄席小屋が大阪に一つもないという状態
だった。５歳のときから日本舞踊をたしなみ、
郷里で喫茶店を始めるまで、京都で踊りを教
えていたという上原さんにも、もちろん異存
はなかった。
　牟禮さんが桂雀三郎師匠の後援会に入って
いた縁もあり、永久使用権を持ってもらうと
いう形で小屋を“提供”。師匠54歳の誕生日で
ある平成15年３月30日、柿

こけらお

落とし（注参照）を
行った。
　縦に細長い、50平方メートルほどの大広間
は、50人も入れば満員だ。だが、イグサの香
りが漂う畳、向きをそろえて整然と並べられ

お店探訪
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落語会のある日は、入り口に提灯が吊るされる

木戸銭は１階で。会が始まるまで、お客様には奥で
歓談して待ってもらう
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た座布団のある空間には、きちんと正座して
高座を楽しもうという気にさせる、上品な空
気が流れている。それが敷居の高さにつなが
らないのは、上原さんの気さくな性格に負う
ところが大きいようだ。気遣いを感じさせな
い自然な、かつ細やかな心配りのおかげで、
常連風の年配客もカジュアルな格好をした若
い女性も打ち解けあい、寛いだ空間となって
いる。
　貝塚市から通う常連男性は「大手プロダク
ション主催の落語会とは違った、手作りの温
かさが感じられる雰囲気」と、おやどの魅力
を語る。最近落語を聞き始め、チラシを頼り
に一つ隣の駅から初めて訪れたという若い女
性は「鶴橋にはよく来るのですが、寄席小屋
があるなんて全然知りませんでした。でも下
町情緒のある町ですから、違和感はないです
ね」と感心した様子だった。
　好みの噺家の寄席が行われると聞けば、遠
方からでも足を運んでくれるのが落語ファン。
ましてや中心にいるのが二代目桂枝雀の二番
弟子で、実力・知名度とも申し分のない雀三
郎師匠とくれば、その効果は言わずもがな。
大々的な宣伝を行っていないにも関わらず、
小屋の知名度は上がり続けている。駅そばと
いう好立地に加え、1,500円前後とリーズナブ

ルに設定している木戸銭、気さくに話しか
けてくる上原さんの魅力にひかれ、固定客
も増えてきた。
　寄席を聞きに来たお客さんが、その行き
帰りに周辺の店で飲食をしたり買い物を
したり。そうした「目に見える効果」は、
あっても一時的だ。それより２人は、「目
に見えない効果」を重視したいと言う。訪
れた人々が町に魅力を感じ、それを外向き
に広く発信するという、永続性のある効果
を。
　「今はただ、この地域に新たな人の流れ

を起こすことができればいい」と牟禮さん。
上原さんも「私たちが生まれ育った場所を、
先代と同じか、それよりちょっとでも良くし
て次の世代に渡したいと思うてます」と言う。
　「雀のおやど」という名前には、探し尋ねて
来てほしいとの思いが込められている。この
商店街を、そして鶴橋という町を愛する２人
の思いが生んだ小さな寄席小屋。上方文化の
情報発信拠点として、これからも息の長い活
動を続けていってくれるだろう。それが、韓
国文化の代名詞のように言われる「鶴橋」を、
今よりもっと懐の深い、多様な文化の溶け合
う魅力ある町へと導いていくのが楽しみだ。

（注）柿落とし＝新しく建てられた劇場で初めて行われる
催しのこと。演目はそれぞれの劇場の特性に合わせた内
容で、おおむね慶事の内容であることが多い。
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お店探訪

高座で熱演する桂雀三郎師匠
（「雀のおやど」ホームページから）

▲お客様と落語家の距離の近さも「雀のおやど」の魅力の一つ



　熊本県阿蘇郡南小国町の黒川温泉が、全国
からの観光客でにぎわっている。人気の秘密
はどの旅館の露天風呂にも自由に入れる入湯
手形と、自然と溶け合った街並み。だが日本
の原風景のようなこの景観は、地区の旅館が
20年余の工夫と努力で創り出した。黒川温泉
観光旅館協同組合代表理事を務める後藤健吾
さん（旅館「山河」代表取締役）は、若き日
からこの地域おこしに参画した一人である。

　黒川温泉は阿蘇山の外輪山の北東部に位置
する。標高700〜900ｍ。九州一の筑後川の水
源地帯に当たり、起伏の激しい地形の緑の中
に24の旅館（４別館）が点在する温泉地である。
町は「日本で最も美しい村」連合のメンバー。
木もれ日の下を清流の音を聞きながら散策す
る観光客が多い。
　しかし、この温泉地は昭和39年にやまなみ
ハイウェイの料金ゲートができた頃、一時の
ブームがあっただけで長く沈滞。周辺の農家
や北九州、宮崎などの老人会をマイクロバス
で送迎してお客を集めるような苦戦が続いた。

　後藤さんはこんな時期の51年、酒店を営ん
でいた父親が旅館「山河」を開業したため大
学を中退、家業手伝いを始めた。当初は酒の
配達などが主な仕事だった。ただ旅館組合の
会議には自ら出席して改革論議に加わった。
　当時の黒川温泉には、唯一繁盛している旅
館があった。露天風呂があり、後に“観光カ
リスマ”と呼ばれる後藤哲也氏の新明館だっ
た。同氏は常々「黒川は湯量が多い。各旅館
に露天風呂をつくろう。自然豊かな田舎らし
い温泉地にしよう」と呼びかけていた。
　組合はなかなか動かなかった。しかし若手
リーダーが助言通り露天風呂の改修と植樹を
実践して業績を上げる実例も出てきた。
　昭和61年、組合は大転換に踏み切り「黒川
温泉一旅館」のビジョンを打ち出した。「地区
を一つの旅館、道は廊下、各旅館は部屋や離れ」
と捉え黒川温泉全体の浮上をめざす構想で、入
湯手形発売と景観づくりが柱だった。
　また組合が企画・看板・環境の３班を新設
して若手をリーダーに起用したため、後藤さ
んたちは熱い議論を交わし活発に動いた。
　入湯手形は南小国町産の杉を輪切りした板
に焼き印したもので１個1,200円。３枚のシー
ルが張られ、３か所までどの旅館の露天風呂
にも入れる。日帰り利用ももちろんＯＫ。こ
れを首に下げ、浴衣に下駄履きで露天風呂巡
りをする姿は黒川風流と呼ばれる。
　実はこの手形、その頃、露天風呂を設置す
るスペースがなかった旅館を救済し、各旅館
の競争意識を喚起し、さらに一部を組合の活
動資金にできるメリットもあった。
　景観づくりは「自然の緑の中に建物が見え
隠れする風景」を目標に、各旅館の周り、道
端の空き地に山の雑木を植えた。

入湯〝共通手形〟＆景観調和
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旅館「山河」 住所：熊本県阿蘇郡南小国町満願寺6961―1

代表取締役：後藤　健吾さん　　電話：0967・44・0906

お店探訪

旅館「山河」本館前の後藤さん



　最もドラスチックな改革は２年目の看板撤
去だった。畳の大きさもある看板をはじめ林
立していた個別旅館の看板を約５キロ四方か
ら一掃、黒い板に白字と矢印で道や旅館名を
表示したすっきりした共同案内板に替えた。
　さらに建物が“自己主張”しないよう大規
模建築を避け、壁や屋根は景観と調和する色
とデザインにすることで足並みをそろえた。
　この取り組みはたちまち効果を表し、スター
ト年に6,000個だった入湯手形の販売数は昨年
までに200万個を突破、入り込み客数は年間
８万人から100万人を超えるまで増えた。
　特に旅行誌の九州観光地満足度調査で平成
10年から６年連続トップになると人気が過熱。
客室稼働率は９割を超えて特定旅館への団体
客集中も起き、バス添乗員の入湯手形のまと
め買い自粛を求めたほど。
　後藤さんの旅館「山河」も、昔の民家風を
基調とする建物整備と植樹に徹した。
　「山河」は6,600平方メートルの敷地に本館と
東西の別棟、離れがあり、全15室定員60人。
敷地内の２種の泉源から引く混浴（別名「薬
師の湯」）や女性専用の大露天風呂、各種家族
風呂、足湯、部屋つき風呂などを木立の中に
配置、理想に描く温泉郷をつくり上げた。

　開業時の「山河」は「荒れ地のバラックの
ようで恥ずかしかった」という。そこで師匠
の後藤哲也氏に相談すると、答えは「建物を
雑木で隠せ」。そこでせっせと山の雑木を移植
するうち、植樹の効用を確信。「恐らく3,000本
は運んだでしょう」と笑う。後藤さんは地区
の景観づくりでも重点的に推進した。
　こうした店づくりと、〝黒川温泉ブランド〟
の相剰効果で「山河」も週末やシーズンは早
くから予約が入り、フル回転が続いている。
　黒川温泉自治会も平成14年から魅力ある風
景づくり「街なみ環境整備事業」に乗り出し、
昨年、グッドデザイン2007環境デザイン部門
特別賞（日商会頭賞、組合も連名）に輝いた。
部門審査委員長は、「一見デザインしていない
ように見えるが、実にきめ細かな配慮で自然
の風景が醸し出されている」と絶賛した。
　黒川温泉は全国に知られた。後藤さんは、「ま
ずそこにあるもの（温泉）を生かそうとした
のですが、付加価値として露天風呂巡りにと
どまらず、心地よく回れる雰囲気まで考えた
からだと思います」と振り返る。ハコものや
道路頼みとは一味違う地域おこしといえる。
　そこで次の一手だが、「評価が上がるとお客
様の要求度も高まります。今度は個々の旅館
のサービスをもっと磨くのが課題」と語る。
　また水源地や原生林、渓谷を巡るウォーキ
ングコース整備による宿泊客の拡大、町全体
が循環するような地産地消の食材を使った黒
川らしい料理の創出などを構想中という。
　黒川温泉は、まだまだ発展途上のようだ。
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お店探訪

露天風呂巡りと街並みの景観を楽しむ湯治客

㊤「山河」の混浴露天風呂
「もやいの湯」㊦入湯手
形。入浴した旅館のスタ
ンプが押され、記念品に
もなる



　JR徳島駅から眉山に向かって10分ほど歩く
と、徳島市の中心部を流れる新町川にさしか
かる。その周辺ではボードウォークや公園が
整備されたり、休日にはパラソルショップな
どのイベントが開催されたりと、新町川は単
なる風景としての川にとどまらない、いわば
街のシンボル的な存在として徳島市民に愛さ
れている。そんな新町川のすぐ側にあるのが
新町商店街だ。西新町・東新町に分かれて、か
つては「徳島で買い物といえば駅前か新町」と
もてはやされたこの商店街も、郊外型の大型
ショッピングモールの台頭によりシャッター
が閉められたままの空き店舗が目立つように
なってきた。
　そんな新町の中にあって、ひときわ賑やか
な通りがある。敷き詰められた石畳や夜を彩
るガス燈の灯りがレトロな雰囲気を作り出し
ている“ろくえもん通り”だ。江戸時代、蜂
須賀藩が治めた頃の両替商・六衛門にちなん
で名付けられたこの通りは今も元気のいいお
店が数多く軒を連ね、活気に溢れている。こ

の場所で38年にわたり理髪店
「SHINSHI-KAN」を経営してき
た水野肇さんに、この活気の秘
密について聞いた。

　「新町ろくえもん商店街が発
足して、ガス燈などが整備され
て今の形になったのが20年ほど
前。今でこそ街並の一部として
親しまれているガス燈ですが、
当初は整備することに反対する
意見もありました」。当時、ガ
ス燈の設置事業をとりまとめて
いた水野さんは、「将来は丸新

デパート（当時、東新町の入口にあった）で
はなく、ろくえもん通りが新町の入口になる
時代が来る」と熱心に説得して回ったのだそ
うだ。その甲斐あって設置されたガス燈はこ
の界隈の雰囲気を象徴するものとなり、そし
て丸新デパートも閉店した今、当時の水野さ
んが言った“ろくえもん通りが新町の入口に”
という言葉は、現実になろうとしている。　「こ
この町内会は仲がいいんですよ」という水野
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空き店舗入居 お手伝い

HAIR CREATOR「SHINSHI-KAN」 住所：徳島市東新町2−40

経営者：水野　肇さん 　　電話：088・625・1138

お店探訪

38年にわたり愛されている「SHINSHI-KAN」の店先

実力と人柄で支持される水野肇さん



さん。自身も以
前に町内会長を
経験し、現在で
は新町ろくえも
ん商店街振興組
合の専務理事を
務めているだけ
あり、商店街を
形成する各店舗
との情報交換に
も余念がない。

人の話を聞くこと、人のいる場所に顔を出す
ことが、地域の情報を仕入れるためには一番
なのだという。また空いている店舗への入居
希望があった際、地主との家賃交渉を借り主
に成り代わって行ったこともあったのだとか。
　「発展する商店街というのは若いお客さんが
来てくれる場所のことだし、若いお客さんを
呼ぶにはお店の人間も若くないと。私たちの
世代が作ってきた商店街だけど、これからは
今の経営者の子どもを含む、若い世代が担っ
ていくべき。若い人は斬新なアイデアや行動
力を持っているけれど、お金が無いから高い
家賃が相当な負担になるでしょう。そういう
人達をどこまで応援できるか…そんな姿勢も、
商店街として発展していけるかどうかに関
わってくると思います」。
　周辺商店街とろくえもん商店街の違いは、
もう一つある。業種の豊富さだ。「東新町は高
級ブティックが多かったんですが、明石大橋
が完成してからは、お客さんはそういう商品
を求めて神戸や大阪へ行ってしまうように
なったんです」。それに比べると、ろくえもん
商店街を構成する18軒のお店はパン屋、イタ
リア料理店、旅行代理店、日本料理、カフェ、
英会話…と実に多彩。多業種化になることで、
他のお店に来たお客さんを自分のお店に呼び
込むチャンスも生まれるのだそうだ。

　この界隈の成長を見守ってきた水野さん経
営の「SHINSHI-KAN」は、真っ黒なラブラドー
ル・レトリバーのアルが看板犬として親しま
れている。愛知県豊橋市で理容師としての基
本を学んだ後、この場所に店を構えた水野さ
んは、20年ほど前には、かのヴィダル・サスー
ンの弟子にも師事したり、県内で初めてパー
マを取り入れたりするなど、徳島の理容界に
新しい風を吹き込んだ張本人でもある。「朝か
ら晩までずっとパーマをあて続ける日が15年
ぐらい続いたんじゃないでしょうか」。そんな
実力のある人物だからこそ、彼の元には理容
師を目指す多くの若者が集まり、そして巣立っ
ていった。同じ業界で活躍する理容師さんの
息子が修行にくることが多いことからも、そ
の人柄がどれほど信頼を集めているのかが伺
える。「商売人にとって、自分が儲けること以
上に、若い人を育てていくことが重要だと思っ
ています。一生懸命技術を習得してもらって、
自分についてくれたお客さんを連れて自分の
お店を出してもらう、それも社会貢献の一つ
の形じゃないでしょうか」。自分の店の利益だ
けではなく、商店街の発展を思い、町内の方々
の協力を得ながら街作りを行い、若い人を集
め、そして育て、その結果が利益に繋がる。
そんな好循環を見事に体現している水野さん
は、今日もにこやかにハサミを動かす。
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お店探訪

水
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水野さんは若い人を育てていくことにも尽力する



　私は平成８年に特相員になり、主に
甲子園一円を地盤とする甲子園料理飲
食綜合組合の皆様の衛経融資をお手伝
いしてまいりました。
　昭和37年に両親が甲子園球場前で飲
食店を始めて半世紀近くになります
が、ここ数年の急激な環境の変化には
驚かされます。春夏の高校野球、阪神
タイガースの本拠地として日本全国に
名前の知れた甲子園周辺でさえ、売り
上げ低下・後継者難等のため廃業する
店舗が増えています。阪神タイガース
の調子の良さや、灘五郷の倉庫跡地に
大型ショッピングセンターの開業によ
る消費人口の増加といった経営にプラ
ス要因も消えてしまうような景気後退
や原材料の値上がり・燃料代の高騰は、
確実に私たちの営業に悪影響を及ぼし
ております。
　甲子園料飲組合として、このような
時勢だからこそ助け合える組合をと、

上部団体である兵庫県飲食業生活衛生
同業組合と手を取り合って、後継者育
成事業や事業資金融資の勧奨を行なっ
たり、組合員の店舗を紹介する加盟店
マップの作成など、多岐にわたって
サービス・施策を講じてきました。し
かし、各店舗の経営状態を改善させる
にはいたっておりません。このままで
は小規模な個人経営の事業所は経営が
行き詰まるのではと危惧しております。
　このような長い不況の中で、衛経融
資制度は企業存続の最後の命綱かもし
れません。この四月に改正があり、運
転資金の取り扱いができるようにな
り、より利用しやすくなったことは喜
ばしい限りであります。
　私はこの融資制度を少しでも多くの
方々に利用していただき、組合の皆様
にもっと事業の発展に役立てていただ
くよう、特相員として今後とも活動さ
せていただこうと思っております。

兵庫県飲食業生活衛生同業組合・経営特別相談員
川住　泰彦

★くわしくは、お気軽に支店窓口にお問い合わせください。
　　〔公庫ホームページアドレス　http://www.kokukin.go.jp/〕

当公庫は平成20年10月に農林漁業金融公庫、中小企業金融公庫、国際協力銀行（国際金融等業務）と統合し、株式会社日本政策金融公庫となります。

生　活　衛　生　融　資　の　ご　あ　ん　な　い

ご融資額

お使いみち 設備資金
（店舗改装、機械更新など）

7,200万円以内～
４億円以内

（業種により異なります）
ご融資額

お使いみち 設備資金
（店舗改装、機械更新など）

運転資金
（材料仕入、諸経費支払など）

１億5,000万円以内～
７億2,000円以内

（業種により異なります）
5,700万円以内

●生活衛生同業組合等の経営指導を受けている方にご利用いただける生活衛生改善貸付（無担保・無保証人）もお取扱いしています。

●一般貸付● ●振興事業貸付●
　振興計画の認定を受けている生活衛生同業組合の組合員の方にご利用いただけます。

～飲食店営業・喫茶店営業・氷雪販売業・食肉販売業・食鳥肉販売業・旅館業・
浴場業・クリーニング業・興行場営業・理容業・美容業を営む皆さまへ～

特 相 員 だ よ り

小企業の“命綱”としての衛経融資
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センターにゅうす

　厚生労働省では、平成21年度における生活
衛生関係営業対策予算概算要求等をまとめま
した。その概要は次のとおりです。
　Ⅰ．一般会計［カッコ内は20年度予算額］
　生活衛生営業対策

1,141百万円［1,057百万円］
　＜全国生活衛生営業指導センター事業＞

444百万円［418百万円］
　生活衛生関係営業の経営の健全化及び衛生
水準の維持向上を図るため、都道府県生活衛
生営業指導センター等に対する指導並びに全
国生活衛生同業組合連合会及び生活衛生同業
組合の自主的な活動に対する支援を引き続き
実施するとともに、新たに、省エネルギー対
策等に向けた取組を推進する。

　＜都道府県生活衛生指導センター事業＞
667百万円［609百万円］

　生活衛生関係営業の経営の健全化及び衛生
水準の維持向上を図るため、生活衛生関係営
業者に対して経営上必要な融資、税務、労務
管理等の相談・指導を行う。

　Ⅱ．生活衛生資金貸付（日本政策金融公庫）
　１．貸付計画額	 1,750億円　［1,750億円］
　２．貸付制度の改善
　（１）振興計画に基づき営業を行なう者に対す
る設備資金及び運転資金の貸付利率の改善

　（２）省エネルギー設備の整備に係る貸付利
率の特例措置及び健康・福祉増進貸付の取
扱期間等の延長

平成21年度 生活衛生関係営業対策予算概算要求等の状況

　数字選択式宝くじ「ナンバーズ」及び「ロ
ト」の当せん者が語る購入方法やこだわ
り、秘訣など100万円以上の高額当せん者
6,459人のデータを一挙公開！（平成18年
度「数字選択式宝くじ」当せん者白書から）
　幸運な「数字選択式宝くじ」の当せん
者に多く見られる星座の傾向はあるので
しょうか。また、運のよい姓名はあるの
でしょうか。
　男性＝50代で魚座の、イニシャルは
「T.K」さん。
　女性＝50代で水瓶座の、イニシャルは
「M.S」さん。
　（注）イニシャル…「名前・姓」の順
　以下は白書の詳細です。
　◇星座
　当せんされた方に、生年月日をもとに
した星座を聞いたところ、男性では魚座
（10.2%）、女性では水瓶座（9.6%）がそれ

ぞれトップでした。

　◇秘訣
　ズバリ！「運」（41.3%）。次いで「継続・
忍耐」（31.2%）、「ひらめき」（18.7%）が
ベスト 3。

＊　　　＊　　　＊
　詳細は日本宝くじ協会のホームページ
＝http://www.jla-takarakuji.or.jp/をご覧
ください。

当せん者の“横顔”

宝くじ　ア・ラ・カルト

星座 誕生日
男性<n=4919> 女性 <n=1540> 合計 <n=6459>
実数 率（%）実数 率（%）実数 率（%）

水瓶座  1/20 〜 2/18 493 10.0 148 9.6 641 9.9
魚　座  2/19 〜 3/20 500 10.2 139 9.0 639 9.9
牡羊座  3/21 〜 4/19 421 8.6 123 8.0 544 8.4
牡牛座  4/20 〜 5/20 387 7.9 133 8.6 520 8.1
双子座  5/21 〜 6/21 369 7.5 121 7.9 490 7.6
蟹　座  6/22 〜 7/22 373 7.6 97 6.3 470 7.3
獅子座  7/23 〜 8/22 411 8.4 135 8.8 546 8.5
乙女座  8/23 〜 9/22 386 7.8 135 8.8 521 8.1
天秤座  9/23 〜 10/23 385 7.8 137 8.9 522 8.1
蠍　座 10/24 〜 11/22 374 7.6 139 9.0 513 7.9
射手座 11/23 〜 12/21 368 7.5 108 7.0 476 7.4
山羊座 12/22 〜 1/19 452 9.2 125 8.1 577 8.9

当せん者の星座



１　ポスター作成の趣旨、概要
　昨年末より続く未曾有の原油価格高騰によ
り、食料、飼料、原材料等価格の高騰と相まっ
て、各業界、国民生活全体に影響が出ている。
クリーニング業界においても、洗剤・溶剤等の
値上がりにより大きな影響を受けている。
　今般、厚生労働省として、本年６月26日の「原
油等価格高騰対策」（原油等価格高騰に関する
緊急対策関係閣僚会議）を踏まえ、以下の趣旨
によりポスターを作成した。
・クリーニング業において、ボイラー燃料及び
洗剤・溶剤並びに包装材といった原油を主要
原材料とする資材等が値上がりしている中、
中小零細企業が多く、価格転嫁について苦慮
している状況にある。

・個々のクリーニング業の営業者が、今後とも
「衛生水準の確保」と「安定したサービスの
提供」を行なうためには、原油等の価格上昇
分の転嫁等を行なうことが必要となっている
状況について、利用者に説明し、理解を求め
るためポスターを作成した（右ページ）。

２　ポスターの配布、周知
　ポスター 15万部を業界団体及び都道府県生
活衛生営業指導センターを通じて全国の事業
者へ配布し、周知を行う。
　また、厚生労働省ホームページ（http://
www.mhlw.go.jp/houdou/2008/08/h0820-3.
html）等を通じて周知を行う。

（参考）
１　クリーニング業の概要
○クリーニング業は、人体の分泌物、ほこり、
微生物等により汚染された衣料等を処理す
る営業であり、特に近年はノロウイルス等と
いった感染症への対策が求められ、国民の日
常生活において、公衆衛生上の重要な役割を
果たしている。
○当該業種は国民生活に密着した業種であり、
適切な価格設定等によって経営の安定化を
図ることで、クリーニング所における施設・
設備及びクリーニング製品の「衛生水準の確
保」を行うことが不可欠であり、また、衛生
的で快適な衣料・住環境を確保するため、ク
リーニング業における「安定したサービスの
提供」を行うことが重要となっている。
・一般クリーニング所・・・自家処理施設を有
し、家庭等から出される洗濯物を扱うクリー
ニング店をいう。
なお、リネンサプライは、繊維製品を貸与し
て使用させ、その使用後回収して洗濯し、さ
らにこれを貸与することを繰り返して行う事
業をいう。
・クリーニング取次所・・・自らはクリーニン
グをしないで、顧客と洗濯物を処理するク
リーニング業者との間に立ち、洗濯物の受取
り、引き渡しのみを行う営業をいう。

２　営業施設数（平成 18 年度末）
　クリーニング営業件数	 143,367件
　　（内訳）　一般クリーニング所	 40,542件
　　　　　　取　　　次　　　所	 102,825件

クリーニング業における
原油等価格高騰対策ポスターについて
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厚生労働省から
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景気動向調査

　今期（平成20年４〜６月期）の「売上」「採算」「業況」の各DIは、▲34.4（前期比1.9上昇）、
▲11.8（同5.9上昇）、▲33.0（同12.6上昇）と、いずれも前期より上昇しました。しかし、各DIは、
例年４〜６月期は改善される傾向にありますが、今年の改善幅はわずかなものとなっています。
各DIは、４〜６月期としては平成15年以来の低水準となっており、「採算」DIについては３期
連続、｢売上」「業況」DIについては４期連続で前年同期の水準を下回っています。
　したがって、生活衛生関係営業の景況は、後退傾向がみられます。
※DI＝良い「増加・黒字・好転」企業割合—悪い「減少・赤字・悪化」企業割合

　業況DIを業種別にみると、「映画館｣「公衆浴場業」の２業種を除いた６業種で上昇しました。
特に、「クリーニング業」89.2、「氷雪販売業」49.1と大幅に上昇しました。続いて「理容業」
24.4、「ホテル・旅館業」20.2と上昇しています。「飲食業」は前期並でした。ただし、４期間移
動平均でみると「映画館」以外の８業種で低下しています。
　来期の見通しは、「クリーニング業」のみが大幅に低下しています。
※４期間移動平均とは、各調査時点からみた当該期を含む直前４期間の平均。

業況DI

採算DI

売上DI

－35
－40
－45
－50

－30
－25
－20
－15
－10
－5
0DI

平成18年４～６月 平成19年４～６月 平成20年４～６月（今期） 平成20年７～９月（見通し）

売上DI▲34.4

業況DI▲33.0

採算DI▲11.8

▲28.3▲24.4

▲6.4
▲3.4

▲29.9

▲17.5
▲21.2

▲17.3

図１　売上DI、採算DI、業況DIの推移　

図２　業種別業況DIの推移

〜後退傾向がみられる生活衛生関係営業の景況〜

生活衛生関係営業の景気動向等調査概要
国民生活金融公庫　生活衛生融資部　調査課　　宮原　大和　

　生活衛生関係営業の景気動向等調査は、国民生活金融公庫が㈶全国生活衛生営業指導センターに委託
して、生活衛生関係営業の景気動向や設備投資動向などを把握するため、四半期ごとに実施しているも
のです。今回は、平成20年４〜６月期の調査結果の中から一部をご紹介します。
　調査は全国９業種3,220企業を対象として６月上旬に個別訪問面接により実施したものです。
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景気動向調査

　利用客数DIは、前期から0.1低下し▲40.0となりました。前年同期に対しては12.7下回りました。
　また、客単価DIは前期から0.3とわずかに上昇し▲23.7となりました。前年同期に対しては8.9
下回りました。
※利用客数DI＝前年同期比で利用客数が｢増加｣した企業割合−｢減少｣した企業割合
　客単価DI＝前年同期比で客単価が｢上昇｣した企業割合−｢低下｣した企業割合

図５　業種別設備投資実施割合の推移

　今期（平成20年４〜６月期）に設備投資を行った企業の割合は、11.6％と前期（9.4％）に比
べ2.2上昇しています。しかし、前年同期に比べると1.9下回っており、４期間移動平均でみると
低下傾向が強まっています。
　業種別に設備投資を実施した企業の割合を高い順にみると、「ホテル・旅館業」「公衆浴場業」
「食肉・食鳥肉販売業」となっています。特に「ホテル・旅館業」は21.5％と依然として高い水
準にあります。前年同期の水準を上回ったのは、「氷雪販売業」「理容業」「公衆浴場業」の３業
種のみでした。

設備投資状況〜低調な生活衛生関係営業の設備投資〜

（％）

平成18年４～６月 平成19年４～６月 平成20年４～６月（今期）
（注）太線は４期間移動平均の推移

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

13.8
13.5

11.6

図４　設備投資実施割合の推移

DI 

平成18年４～６月 平成19年４～６月 平成20年４～６月（今期）
－50
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－10

0

利用客数DI（前年同期比）
客単価DI（前年同期比）

客単価DI
▲23.7

利用客数DI
▲40.0

▲17.8

▲27.3
▲26.9

▲14.8

図３　利用客数DI、客単価DIの推移

　平成20年10月１日に、国民生活金融公庫は、農林漁業金融公庫・中小企業金融公庫・国際協力
銀行（国際金融等業務）と統合し、株式会社日本政策金融公庫（略称「政策公庫」）として新た
に発足します。当公庫の事業資金融資は、そのまま政策公庫に承継されます。

公庫からのお知らせ



接客対応のあり方を考える

　生活衛生関係の営業で、消費生活センター
に寄せられる苦情相談が一番多いのは「クリー
ニング」です。
　（独）国民生活センターが毎年発行する「消
費生活年報」には、相談件数の多い商品・サー
ビスがランキングされていて、「クリーニング」
は常に上位25位までに入っています。
　消費生活相談員と接点が多い「クリーニン
グ」を中心に、接客対応のあり方を考えてみ
ます。

消費生活年報に見るトラブルの現状

　クリーニングに関する相談件数は平成14年
度から年々減少して、平成18年度から年間１万
件を切りました。しかし、相談全体の件数も
減少傾向にあるため、全体に占める割合は、平
成17年から３年間0.8％で変化していません。

＊「消費生活年報2007年」には18年度までの集計し
か掲載されていないため、19年度については（独）
国民生活センターのホームページから平成20年
８月６日現在のデータベースを引用しました。集
計にはタイムラグがあるため、今後修正される可
能性があります。

　平成18年度の相談内容は、相談全体では
90.8％が「取引」に関する相談で、「安全・品質」
に関する相談は8.8％、「接客対応」は7.8％でし
た。
　しかし、「クリーニング」の相談内容別ラン
キングは、「取引」が24位であるのに対して、「安
全・品質」と「接客対応」では第１位でした。
　相談者は30 ～ 50歳代の女性が中心で、衣類
の紛失やシミ、変色、伸縮等、「サービスの質」
やクレーム処理等の「接客対応」に関する相
談が多いのが特徴です。

週末電話相談の事例
　（社）全国消費生活相談員協会では、ほとん
どの消費生活センターの相談窓口が閉鎖され
る土曜日と日曜日に「週末電話相談」＊を開設
しています。
　クリーニングに関しては
①　ブレザーが変色して戻った。クリーニン
グ業者はミスを認めて損害賠償額を提示
したが、その額に納得できない。クリー
ニング代金も返して欲しい。

②　クリーニングに出した婦人コートを店が
紛失した。コートの購入代金を返して欲
しい。

③　クリーニング済みのドレスを受け取って
１年後に見たら変色していた。クリーニ
ング店に「損害賠償はできない」と言わ
れたが、納得できない。

というような相談が寄せられています。

　①の「変色」の原因がクリーニングのミス
であれば、賠償基準ではクリーニング代を返
金することになっています。ミスについての
お詫びと、「賠償金の支払とクリーニング代の
返金させていただきます」と、誠意をもって
説明していただいていたら、苦情にはならな

16　生衛ジャーナル　2008/9

＜社団法人全国消費生活相談員協会　消費生活専門相談員　柴原　弘子＞



消費生活相談の現場から

かったのではないでしょうか。
　②の「紛失」も多い事故です。「無くしてお
いて何で全額出さないのか」という消費者がい
るので、ご苦労されているかと思いますが、こ
れについても早い時点で「申し訳ありませんが、
○年間着用されているので全額はお払いできな
いことになっています」と、賠償基準の説明を
していただく必要があると思います。
　③については、損害賠償の請求期間は客が洗
濯物を受け取ったときから６ヶ月、またはク
リーニング業者が洗濯物を受け取ったときから
１年を過ぎると賠償金の請求ができないことに
なっていることを説明して納得していただく必
要があります。
　クリーニングに関する苦情は、「変色」や「紛
失」などの「サービスの質」と、そのような事
故に対して説明が不親切、誠意がないなど、「接
客対応」に対する不満がセットになっているの
が特徴と言えます。
　「苦情」は営業改善に繋がる「情報」です。
一旦受け止めてその原因を究明するという姿勢
が大切だと思います。

受け渡し時の確認と説明が重要
　平成16年10月から施行された改正クリーニン
グ業法は、目的に「利用者の擁護を図ること」
が追加されました。
　「営業者は、洗濯物の受け渡しをしようとす
るときは、あらかじめ、利用者に対して、洗濯
物の処理方法等について説明するよう努めなけ
ればならない」と規定されましたが、説明義務
は果たしていただいているでしょうか。
　説明をするためには、持ち込まれた洗濯物を
しっかりと点検する必要があります。シミや汚
れ、傷み具合などを見逃さず、何のシミか聞き
取って「ドライで洗ってみて、落ちない場合は
シミ抜きをしてみます」とか、「洗うと傷みが

広がるかもしれません」等、受付時に説明をし
て、預かり票に記載して、洗濯物にもマーキン
グされていたら、大半のトラブルは避けられる
と思います。
　ベルトやリボン等の付属品についても同様で
す。
　さらに、引渡し時に預かり票と突き合わせて、
どのようになったかを双方で確認して、「これ
以上シミ抜きをすると生地が傷むかもしれませ
ん」等の説明をしていただくと消費者も納得が
できます。

消費者と信頼関係を築く
　日ごろから上記のような対応をして消費者と
信頼関係を築いていると、万一事故が起きても
苦情にまで発展しないのではないでしょうか。
「サービスの質」だけではなく、「接客対応」に
ついても、プロとして誇りを持って消費者に接
していただきたいと思います。
　それでも解決が困難な場合は、「第三者の意
見も聞いてみてください」と、消費生活センター
や当協会の週末電話相談を案内してください。

＊（社）全国消費生活相談員協会の

週末電話相談受付時間　

　東京（03）3448－1409

　　年末年始を除く土・日曜日　10：00 ～ 12：00

　　　　　　　　　　　　　　　13：00 ～ 16：00

　大阪（06）6203－7650

　　年末年始を除く日曜日　10：00 ～ 12：00

　　　　　　　　　　　　　13：00 ～ 16：00

　北海道（011）612－7518

　　年末年始を除く土曜日　13：00 ～ 16：00
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　全国食肉生活衛生同業組合連
合会（以下｢全肉生連｣と表記）
は、昭和34年３月に全国食肉環
境衛生同業組合連合会として創
立され、平成13年１月、全国食
肉生活衛生同業組合連合会に名
称が変更された。現在、43組合、
組合員数11,000名で構成されて
いる。
　近年、食品の偽装表示が大き
な社会問題になっている。残念
ながら食肉もその例外ではな
い。より安全・安心な食品を求
める消費者ニーズが高まる中
で、１店舗でも不正を働くと食
肉業界全体に疑いの目が向けら
れ、真面目に取り組んでいる店
舗も大きな打撃を受ける。
　山下会長は次のように力説す
る。「食肉の場合、BSE問題以降、

牛肉のトレーサビリティーも義
務化され、本来ならそう簡単に
偽装できません。しかしこう
なった今は、とにかくもう一度
原点に戻り、食肉業界全体の信
頼回復に一生懸命努めるしかあ
りません。法令の遵守を徹底し、
消費者の皆さんに安心して食べ
ていただけるよう取り組んでい
ます｣。

■原点に戻り、多方面からの
　施策を検討
　｢全肉生連｣では、原点を見つ
める一環として、昨年「食肉販
売業衛生管理ハンドブック」を
作成し、全組合員に配布した。
衛生管理のマニュアルやチェッ
クポイント、法規、病原菌の種
類と対策など、イラストや図・
表を多用しながら、お客様に満
足していただくための基本ポリ
シーを詳細に掲載。組合員がい
つでも手軽に基本を確認できる
冊子として活用されている。ま
た、学識者を招いての各種セミ
ナーや講習会も頻繁に開催して
いる。
　今後は、消費者アンケートを
実施し、消費者ニーズや生の声
を反映して事業の中に取り入れ
ていく予定である。
　山下会長は「消費者が今一番
求めている安全・安心で良質な
食肉を適正表示で提供するのが
専門店の責務です。食肉専門店
なら安心して購入できる、とい
うことを全肉生連が一丸となっ

てやっていかなければならない
と思っています｣と語る。
　このように多方面から信頼回
復へと地道に努力を重ね繰り返
すことで、組合員の意識向上を
図るとともに、消費者へ“安心”
をアピールしている。
　昨年作成したホームページで
は、食肉への信頼を深め、消費
者の皆さまに笑顔をお届けする
ことをテーマに、消費者向けの
コンテンツを充実させた。消費
者に役立つ情報を満載しなが
ら、食肉専門店での購入促進に
繋がる「安心へのお約束」を強
く訴えている＝次ページ右下
＝。そして山下会長は、「衛生
管理から商品管理、専門店とし
ての差別化など、“安心”とい
う形を消費者に訴え、その姿勢
を見てもらえるよう、各組合に
お願いしています」という。

■組合員の元気と後継者育成を
サポート
　食肉販売店が胸を張って事業
に取り組めるような環境づくり
は、後継者育成にも繋がってく
る。平成11年頃、｢全肉生連｣の
組合員数は、約20,000名に達し

連合会は今

東京都港区赤坂６−13−16
アジミックビル２階

会　　長　山下　　久氏
事務局長　武田　秀夫氏
職 員 数　３人
U R L　http://www.zenniku-
　　　　　seiren.or.jp/

全国食肉生活衛生同業組合連合会
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好
評
の｢

食
肉

販
売
業
衛
生
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク｣



ていた。しかし経営者の高齢化
が進む中でBSE問題が発生、経
営も厳しくなった。
　また後継者の減少は、昔なが
らの商店街の衰退も大きな一
因となっている。食肉専門店は
地域に密着し、お客様に育てて
いただいた老舗が多い。「専門
店が近くにないと、遠くまで足
を運べない高齢者の方々は困
るわけです。地域との共生や高
齢者福祉の視点からも後継者
育成事業は、大きな課題として
取り組んでいます」と、山下会長
は話す。
　実際に、若い世代を対象とし
た講習会の開催を予定してい
る。食肉衛生管理の問題から原
価計算まで、実践に即した様々
な講義と実技を行い、後継者の
育成を図りたいという。
　さらには、組合員相互補助の
視点から、福祉共済制度も積極
的に推進。万が一に備え、組合
員１人１人が、安心して働ける
サポート体制を整えている。後
継者が夢を持って経営できる
環境づくりは、常に大きな課題
として今後も継続しながら取
り組んでいきたいという。

■50周年を機に、さらなる飛躍
を目指して
　全肉生連は来年、創立50周年
を迎える。現在、50周年記念誌
の発行へ向けて準備が始まっ
ている。半世紀にも及ぶ歴史の
中で、その時々の時代を背景

に、食肉を取り巻く環境も消費
者ニーズも変化してきた。「今、
お客様は、食肉の安全性を最も
強く求めています。私たちは、
食品衛生法、牛肉トレーサビリ
ティー、JAS法、食肉公正競争
規約、ポジティブリスト制度な
どの法令を遵守した生活衛生
営業環境を踏まえて、50年を機
に更なる飛躍を目指してまい
ります。そして、地域に密着し
た食育・地産地消サービス、高

齢者の福祉増進、衛生水準の向
上などに努め、振興発展のため
の諸事業に取り組んでまいり
ます」と、山下会長は今後の抱
負を意欲的に語る。
　輝かしい50年の歴史を明る
く迎えるためにも、今年は、食
の安全を預かる組織としての
使命を再認識するとともに、組
織全体の元気回復を図り、新た
な未来への展望をみつめてい
きたいとしている。

適正表示のもと、安全・安心の向上を目指す
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安全な国産牛肉を毎日の食卓へ
　厚生労働省と農林水産省は、自治体と協力して、BSEに感染した牛
の肉等が食用、飼料用として出回ることがないよう、以下のような
「BSE対策」を講じています。
　対策１＝農場においては飼育される牛を検査し、BSEが疑われる牛

は検査のうえ、すべて焼却しています。
　対策２＝BSE感染源とされる肉骨粉について、製造及び出荷を一時

停止し、今後は牛が餌として食べることはなくなりました。
　対策３＝現在全国のと場において食肉処理を行うすべての牛を対象

にBSEスクリーニング検査を実施し、合格した肉等のみが
出荷されています。

　対策４＝と畜場においては、すべての牛においてBSE感染の危険性
がある脳・せき髄・眼・回腸遠位部を除去、焼却します。

全肉生連のホーム
ページの中にある、

「消費者の皆様へ」
で「万全な安全体
制」についてイラ
ス ト と 文 章 で ア
ピールしている



せいえい
掲 示 板
せいえい
掲 示 板★ 最優秀賞は福山ホテル支配人会

　全国旅館生活衛生同業組合連合会（佐藤信

幸会長）はこのほど、第11回「人に優しい地

域の宿づくり賞」の受賞者を決定・表彰した。

　最優秀賞の厚生労働大臣賞は福山ホテル支

配人会（広島県）の『「福祉施設の皆様をし

まなみ街道遊覧船の旅へご招待」〜ふれあい

キャンペーン〜』が受賞した。

　福山ホテル支配人会は、福山市内のホテル

15社のオーナーと支配人で構成。平成元年

からこれまで社会貢献の一環として障害者の

方々を毎年、遊覧船の旅に招待、招待者は延

べ2,000人に及んでいる。長年の事業継続と、

ボランティア活動の精神をホテルのサービス

に取り入れていることなどが評価された。

　全旅連会長賞は伊香保温泉旅館協同組合

（群馬県）の『環境に優しくありたい！ＯＨ！

紙プロジェクト〜使用済み割り箸リサイクル

事業〜』に、選考委員会賞は前橋旅館ホテル

協同組合（群馬県）の『小児難病付き添いサ

ポート〜病気の子供の家族のために〜』に、

観光経済新聞社社長賞は稲取温泉旅館協同組

合（静岡県）の『こ

らっしぇ稲取大

作 戦！ あ る も の

さがしみがいて

発信総合プロジェクト』にそれぞれ贈られた。

　この賞は、地域の旅館や旅館組合が参加・

主催する活動の中から、高齢者や障害者など

すべての人に優しい取り組みを行っている事

例を表彰する制度。今回は全国から31件がエ

ントリー、選考委員会の２回にわたる厳正な

審査を経て各賞を決定した。

　http://www.yadonet.ne.jp/

♦ 銭湯で毎月「○○の湯」

　福岡県公衆浴場生活衛生同業組合福岡市

支部（銭湯21軒が加入）は、銭湯の魅力を知っ

てもらおうと、毎月、知恵を絞ったイベン

トを行っている。銭湯は各家庭に風呂が普

及して数が減った上、燃料費の高騰という

ダブルパンチを受けているが、同支部では

毎月22日を「ふうふの日」とし、夫婦で入

ればワンコインの500円（通常は12歳以上

１人410円の計820円）で入れるなど特典も

設けて頑張っている。

　今年はこれまで、１月「とそ湯」、２月

「晩
ば ん ぺ い ゆ

白柚の湯」、３月「りんご湯」、５月「菖

蒲（しょうぶ）湯」、７月「銭湯川柳の日」、

８月は18日に「夏の謝恩（レモン風呂）浴

場まつり」、９月15日「びわの葉風呂」を実

施。以後、10月10日「せんとう（1010）」

の語呂に合わせた銭湯の日として「銭湯感

謝デー」、11月23日は「三世代親子交流福

祉入浴デー」、12月22日は「柚
ゆ ず

子湯」を予

定している。

　イベントの日（「ふうふの日」を除く）は

小学生以下（小学生170円、未就学児60円）

が無料になる。
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厚生労働大臣賞の表彰を受ける
福山ホテル支配人会の代表者（右）



時 の 話 題
時
の
話
題

　

本
来
は
「
失
望
し
て
ぼ
ん
や
り

し
て
い
る
様
子
」
を
意
味
す
る

「
憮ぶ

然ぜ
ん

」
を
「
腹
を
立
て
て
い
る
様

子
」
と
誤
っ
て
理
解
し
て
い
る
人

が
７
割
も—

先
ご
ろ
文
化
庁
が

発
表
し
た
「
国
語
に
関
す
る
世
論

調
査
」
で
こ
ん
な
結
果
が
で
た
。

ま
た
、「
煮
詰
ま
る
」
の
意
味
を
本

来
と
は
逆
の
「
結
論
が
出
せ
な
い

状
態
に
な
る
こ
と
」
だ
と
思
っ
て

い
る
人
が
10
〜
30
代
の
７
割
だ
っ

た
の
に
対
し
50
代
以
上
で
は
７
割

超
が
正
し
く
答
え
る
な
ど
、
世
代

差
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

◇

　

意
見
が
出
尽
く
し
て
結
論
の
出

る
状
態
を
意
味
す
る
「
煮
詰
ま
る
」

の
意
味
を
正
答（
平
均
で
56
・
７
％
）

で
き
た
の
は
10
代
が
16
・
３
％
、

20
代
が
26
・
６
％
と
低
率
だ
っ
た

が
、
50
代
は
77
・
３
％
、
60
代
以

上
は
73
・
１
％
だ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
「
憮
然
」
の
意
味

を
正
答
（
平
均
で
17
・
１
％
）
し

た
の
は
10
代
で
36
・
３
％
だ
っ
た

の
に
、
60
代
以
上
で
は
15
・
３
％

と
「
煮
詰
ま
る
」
と
は
逆
の
結
果

が
出
る
な
ど
、

世
代
間
の
理
解

差
が
際
立
っ
た
。

　

国
語
力
の
課
題
と
し
て
は
、
①

敬
語
な
ど
の
知
識
（
42
・
１
％
）

②
他
人
の
話
を
正
確
に
聞
く
能
力

（
36
・
８
％
）
③
相
手
の
立
場
や
場

面
を
認
識
す
る
能
力
（
31
・

６
％
）—

を
挙
げ
た
。

　

特
に
③
の
「
相
手
の
立
場
や
場

面
を
認
識
す
る
能
力
」
が
欠
け
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
５
年

前
の
同
じ
調
査
で
は
11
・
５
％
だ
っ

た
が
、
今
回
は
31
・
６
％
と
20
ポ

イ
ン
ト
以
上
増
え
て
い
る
。
相
手

に
対
す
る
気
配
り
が
減
り
、
自
分

勝
手
な
人
が
多
い
と
い
う
社
会
認

識
の
広
が
り
を
反
映
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

同
じ
課
題
と
し
て
「
自
分
自
身

の
国
語
力
で
自
信
が
持
て
な
い
点
」

と
し
て
①
説
明
し
た
り
発
表
し
た

り
す
る
能
力
32
・
５
％
②
考
え
を

ま
と
め
て
文
章
を
構
成
す
る
能
力

29
・
８
％
③
漢
字
や
カ
ナ
遣
い
な

ど
の
文
字
や
表
記
の
知
識
29
・

１
％
、
な
ど
実
務
能
力
を
自
分
の

課
題
に
挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。

　
「
今
の
国
語
が
乱
れ
て
い
る
」
と

思
う
人
は
79
・
５
％
。「
そ
う
思
わ

な
い
」（
16
・
２
％
）
で
は
そ
の
理

由
を
「
言
葉
は
時
代
に
よ
っ
て
変

わ
る
か
ら
」
と
答
え
た
の
が
39
・

１
％
と
最
多
だ
っ
た
。

　

省
庁
の
文
書
な
ど
で
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
外
来
語
60
語
に
つ
い

て
の
理
解
度

（「
分
か
る
」

「
何
と
な
く

分
か
る
」
の

合
計
）
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
66
・
３
％
（
平
成
14
年
調
査
で

31
・
６
％
）、
イ
ン
フ
ラ
60
・
１
％

（
同
31
・
９
％
）、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

59
・
４
％
（
同
31
・
９
％
）
な
ど

と
大
幅
ア
ッ
プ
し
た
。

慣
用
句
、
ど
っ
ち
が
正
解
？

　

さ
て
、
今
度
は
慣
用
句
な
ど
の

意
味
に
対
す
る
あ
な
た
の
理
解
度

を
テ
ス
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う（
カ
ッ

コ
内
の
％
は
調
査
結
果
の
平
均

値
）。

１
．
全
力
で
物
事
に
取
り
組
む

①
心
血
を
傾
け
る
（
13
・
３
％
）

②
心
血
を
注
ぐ
（
64
・
６
％
）

２
．
論
理
を
組
み
立
て
て
議
論
を

展
開
す
る
①
論
戦
を
張
る
（
35
・

０
％
）
②
論
陣
を
張
る
（
25
・
３
％
）

３
．
何
か
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て

急
に
物
事
の
本
質
が
わ
か
る
よ
う

に
な
る
①
目
か
ら
鱗
う
ろ
こ
が
取
れ
る

（
８・
７
％
）②
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る

（
80
・
６
％
）

４
．
卑
劣
な
や
り
方
で
失
敗
さ
せ

ら
れ
る
①
足
下
を
す
く
わ
れ
る（
74
・

１
％
）
②
足
を
す
く
わ
れ
る
（
16
・

７
％
）

５
．
胸
の
つ
か
え
が
な
く
な
り
気

が
晴
れ
る
①
溜り
ゅ
う
い
ん
飲
を
晴
ら
す
（
26
・

１
％
）
②
溜
飲
を
下
げ
る
（
39
・

８
％
）

６
．
さ
わ
り
①
話
な
ど
の
最
初
の

部
分（
55
・
０
％
）②
話
な
ど
の
要

点
の
こ
と（
35
・
１
％
）

７
．
檄げ
き

を
飛
ば
す
①
元
気
の
な
い

者
に
刺
激
を
与
え
て
活
気
付
け
る

（
72
・
９
％
）
②
自
分
の
意
見
や
考

え
を
広
く
人
々
に
知
ら
せ
て
同
意

を
求
め
る
（
19
・
３
％
）

８
．琴
線
に
触
れ
る
①
怒
り
を
買
っ

て
し
ま
う
（
35
・
６
％
）
②
感
動

や
共
鳴
を
与
え
る
（
37
・
８
％
）

　
（
注
：
す
べ
て
②
が
正
解
）

国
語
世
論
調
査言

葉
の
誤
用
、
こ
ん
な
に

「
今
の
国
語
は
乱
れ
て
い
る
」
８
割
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ほっと　ブレイク

再 考 和のこころ　世相ウォッチャー　更科　ケイ

　

江
戸
時
代
の
川
柳
に
「
気
が

あ
れ
ば　

目
も
口
ほ
ど
に　

も

の
を
い
ひ
」と
い
う
句
が
あ
る
。

恋
し
い
気
持
ち
は
言
葉
で
な
く

て
も
、
目
で
も
伝
え
ら
れ
る
と

い
う
男
女
間
の
話
を
う
た
っ
た

も
の
だ
。
こ
の
川
柳
が
「
目
は

口
ほ
ど
に
物
を
言
い
」
の
語
源

と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
様
の
こ
と
わ
ざ
が
海
外
に

も
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、

口
下
手
な
日
本
人
ら
し
い
こ
と

わ
ざ
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
語
に

は
「
目
」
で
感
情
表
現
を
す
る

言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
目
を

丸
く
す
る
、目
を
吊
り
上
げ
る
、

目
を
三
角
に
す
る
、
目
を
細
め

る
…
…
。
目
は
見
る
だ
け
の
器

官
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

今
年
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
色
だ
っ
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
中

で
、
選
手
達
の
活
躍
ぶ
り
に
元

気
を
も
ら
っ
た
人
も
多
い
だ
ろ

う
。

　

そ
の
選
手
達
が
試
合
後
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
と

き
、
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手

や
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な
く
て
も

納
得
の
い
く
試
合
が
で
き
た
選

手
の
目
は
輝

い
て
い
た
。

そ
れ
は
日
本

人
選
手
に
限

ら
な
い
。
悔

い
が
残
っ
た

選
手
の
目

は
、
や
は
り

悲
し
げ
で

あ
っ
た
り
、

沈
ん
で
い
た

り
…
。
言
葉
が
な
く
て
も
、
そ

の
悔
し
さ
が
見
る
者
に
ま
で
伝

わ
っ
て
く
る
。

 

自
信
あ
る
目
と
不
安
げ
な
目

　

不
安
に
な
っ
た
り
、
嘘
を
つ

い
た
と
き
に
は
目
の
瞳
孔
が
小

さ
く
な
る
ら
し
い
。「
目
を
み

れ
ば
、
君
が
何
を
考
え
て
い
る

か
わ
か
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
あ

な
が
ち
的
外
れ
な
こ
と
で
は
な

い
よ
う
だ
。
た
し
か
に
、
自
信

の
な
さ
を
隠
す
た
め
に
伏
し
目

が
ち
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

　

あ
る
雑
誌

に
元
銀
行
マ

ン
の
投
稿
が

掲
載
さ
れ
て

い
た
。
新
銀

行
東
京
の
融

資
の
あ
り
方

に
も
の
申
す

と
い
う
内
容

だ
っ
た
が
、

元
銀
行
マ
ン

い
わ
く
、
融
資
を
決
め
る
最
終

的
な
判
断
材
料
は
申
込
者
の
目

だ
と
い
う
。
こ
の
人
な
ら
大
丈

夫
、
と
思
え
る
人
の
目
に
は
力

が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
を

見
る
眼
力
を
養
う
こ
と
も
銀
行

マ
ン
の
仕
事
で
あ
る
ら
し
い
。

　

い
ま
や
目
は
意
志
を
伝
え
る

器
官
で
も
あ
る
。
仕
事
柄
、
大

学
生
や
若
い
会
社
員
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
機
会
が
あ
る
が
、

質
問
に
対
し
て
伏
し
目
が
ち
に

答
え
ら
れ
る
と
、
何
を
言
い
た

い
の
か
が
伝
わ
ら
な
い
。
と
き

に
は
、
隣
の
友
人
に
同
意
を
求

め
な
が
ら
話
す
人
も
い
る
。
若

さ
ゆ
え
の
自
信
の
な
さ
な
の
か

…
、
年
輩
者
に
も
同
じ
よ
う
な

人
が
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

で
る
杭
は
打
た
れ
る
と
で
も

思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

し
か
し
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
は
自
分
の
意
志
を

伝
え
、
相
手
を
納
得
さ
せ
ら
れ

る
〝
目
力
〟
が
物
を
言
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

口
よ
り
物
を
言
う
⁈

　
　

目
は
人
の
こ
こ
ろ
を
映
す
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ほっと　ブレイク

◎
月
◎
日

　

毎
年
お
盆
の
８
月
12
日
か
ら
15

日
に
な
る
と
徳
島
は
阿
波
踊
り
一

色
に
染
ま
る
。
今
年
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
観
光
客
の
数
は
１
３
３
万

人
。
市
内
各
所
で
朝
か
ら
晩
ま
で

阿
波
踊
り
の
公
演
が
開
催
さ
れ
、

熱
い
夏
を
体
と
心
で
感
じ
る
祭
り

で
盛
り
上
が
る
。

　

今
年
は
本
場
徳
島
の
阿
波

踊
り
に
触
れ
よ
う
と
、
３
日

間
の
日
程
で
徳
島
へ
行
っ

た
。
私
は
東
京
で
阿
波
踊
り

を
踊
っ
て
い
る
。
東
京
の
同

好
会
に
入
り
、
こ
こ
数
年
は

東
京
の
お
祭
り
に
参
加
し
て

い
る
。
踊
り
は
先
輩
に
習
っ

た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
研
究

し
て
い
る
が
、
本
場
に
は
何
か
違

う
も
の
が
き
っ
と
あ
る
の
だ
ろ
う

と
期
待
に
心
弾
ま
せ
徳
島
に
到
着

し
た
。

　

宿
の
部
屋
に
着
い
て
間
も
な

く
、
外
か
ら
聞
き
な
れ
た
お
囃
子

が
聞
こ
え
て
き
た
。
窓
か
ら
外
を

見
る
と
、
デ
パ
ー
ト
前
の
広
場
に

人
垣
が
で
き
て
い
る
。有
名
連（
阿

波
踊
り
の
協
会
に
所
属
し
、一
般
的

に
伝
統
が
あ
り
、踊
り
と
鳴
り
物
の

名
手
が
い
る
連
）の
娯ご
じ
ゃ
へ
い

茶
平
だ
！ 

慌
て
て
階
下
に
駆
け
降
り
た
。

　

女
の
踊
り
手
の
ゆ
っ
く
り
と
し

た
足
運
び
と
し
な
や
か
な
手
さ
ば

き
、
特
に
柔
ら
か
い
指
の
動
き
が

見
事
。
ま
た
男
性

は
低
い
姿
勢
で
、

安
定
し
た
体
の
軸

か
ら
腕
が
ゆ
っ
た

り
と
網
を
打
つ
よ
う
な
動
き
を
演

じ
て
い
る
。
女
踊
り
、
女
性
の
男

踊
り
、
男
性
の
男
踊
り
、
子
供
た

ち
の
可
愛
い
踊
り
、
そ
し
て
全
員

が
参
加
す
る
総
踊
り
が
終
わ
る

と
、
そ
の
ま
ま
踊
り
手
た
ち
は
踊

り
な
が
ら
デ
パ
ー
ト
に
入
り
、
売

り
場
通
路
を
流
し
た
。お
囃
子
は
、

店
内
で
迫
力
の
あ
る
大
音
響
と

な
っ
た
。

　

次
に
屋
内
の
ホ
ー
ル
で
は
、
ラ

イ
ト
や
ス
モ
ー
ク
を
使
っ
た
舞
台

な
ら
で
は
の
演
出
と
繊
細
で
優
雅

な
踊
り
を
堪
能
し
た
。
ま
ん
じ
連

の
女
性
の
優
美
で
空
を
刺
す
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り
に
、

思
わ
ず
た
め
息
。「
夏
休
み
は
徳

島
へ
阿
波
踊
り
を
観
に
行
く
」
と

言
う
と
必
ず
、「
一
緒
に
踊
っ
て

来
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
て

し
ま
う
。
と
ん
で
も
な
い
。
こ
れ

ほ
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
踊
り
を
見
て

し
ま
う
と
と
て
も
一
緒
に
は
踊
れ

な
い
。

　

野
外
の
南
内
町
演
舞
場
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
有
名
連
の

１
０
０
０
人
に
よ
る
総
踊
り
。
各

連
の
連
灯
を
先
頭
に
、
鳴
り
物
、

そ
し
て
踊
り
手
た
ち
が
同
じ
リ
ズ

ム
に
乗
り
、
繰
り
広
げ
る
踊
り
絵

巻
は
圧
巻
だ
。
先
頭
の
女
踊
り
が

乱
れ
の
な
い
横
一
列
で
隊
を
な

し
、
腰
を
捻
ら
せ
、
か
つ
上
下
に

二
拍
子
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
入
場

す
る
シ
ー
ン
は
う
だ
る
暑
さ
の
中

で
も
鳥
肌
が
立
つ
。
押
し
殺
し
た

動
き
の
中
で
も
じ
わ
じ
わ
と
溢
れ

出
る
熱
さ
と
、
そ
の
生
命
力
が
美

し
い
。
さ
ら
に
そ
の
後
ろ
姿
の
艶

め
か
し
い
こ
と
。
そ
ろ
っ
て
上
下

す
る
網
笠
の
陰
か
ら
伸
び
る
き
れ

い
に
な
で
上
げ
た
う
な
じ
と
白
い

首
筋
が
妖
艶
で
涼
し
い
。

　

太
鼓
の
振
動
と
踊
り
の
熱
気
で

ま
る
で
地
響
き
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
徳
島
の
夜

の
恍
惚
と
し
た
興
奮
に
浸
っ
た

夏
。
来
年
は
ど
ん
な
踊
り
を
観
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

（
テ
レ
ビ
会
社
国
際
番
組

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

高
樹 

か
ほ
）

徳島の阿波踊りに魅せられて

働く女性のこだわり日記
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北 海 道　011-615-2112

青 森 県　017-722-7002

岩 手 県　019-624-6642

宮 城 県　022-343-8763

秋 田 県　018-835-0020

山 形 県　023-623-4323

福 島 県　024-525-4085

茨 城 県　029-225-6603

栃 木 県　028-625-2660

群 馬 県　027-224-1809

埼 玉 県　048-863-1873

千 葉 県　043-307-8272

東 京 都　03-3445-8751

神奈川県　045-212-1102

新 潟 県　025-283-5900

富 山 県　076-442-0285

石 川 県　076-262-7776

福 井 県　0776-25-2064

山 梨 県　055-232-1071

長 野 県　026-235-3612

岐 阜 県　058-216-3670

静 岡 県　054-272-7396

愛 知 県　052-953-7443

三 重 県　059-225-4181

滋 賀 県　077-524-2311

京 都 府　075-722-2051

大 阪 府　06-6943-5603

兵 庫 県　078-361-8097

奈 良 県　0742-33-3140

和歌山県　073-431-0657

鳥 取 県　0857-29-8590

島 根 県　0852-26-0651

岡 山 県　086-222-3598

広 島 県　082-532-1200

山 口 県　083-928-7512

徳 島 県　088-623-7400

香 川 県　087-862-3334

愛 媛 県　089-924-3305

高 知 県　088-872-4124

福 岡 県　092-651-5115

佐 賀 県　0952-25-1432

長 崎 県　095-824-6329

熊 本 県　096-362-3061

大 分 県　097-537-4858

宮 崎 県　0985-25-1466

鹿 児 島　099-222-8332

沖 縄 県　098-891-8960

H20.9.1 現在

都道府県生活衛生営業指導センター一覧

（
50
音
順
、
９
月
25
日
現
在
）

㈶
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
賛
助
会
員

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
〒163-0456
東京都新宿区西新宿 2−１− 1　新宿三井ビル

株式会社太陽美術
〒135-0024
東京都江東区区清澄 2− 7− 11

株式会社ダイワサービス
〒550-0011
大阪市西区阿波座 1− 5− 16　大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒113-0033
東京都文京区本郷 1− 18− 6　トーコンビル

アフラック募集代理店（特別）

株式会社ユニバーサルファミリー
〒164-0012
東京都中野区本町 4− 45− 9　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒104-0033
東京都中央区新川 1− 22− 13

社団法人日本サウナ・スパ協会
〒102-0085
東京都千代田区六番町 1 　番町一番館ビル 2階

菅原印刷株式会社
〒111-0051
東京都台東区蔵前 3− 15− 1

タカラベルモント株式会社
〒107-0052
東京都港区赤坂 7− 1− 19　タカラ椅子会館内

日本ハム株式会社
〒141-6014
東京都品川区大崎２−１−１




